
ス

元気に「おはようマラソン」。

i悶

萌える海と大地。さわやか交流郷

ようやく暖かい春が来たと思いきや

冬|こ逆もどりしたような吹雪の翌朝。

この日も寒かつたが、春の訪れととも

に始まつた
｀
おはようマラツン、には

元気な子供たちでいつばい。

やつばり子供は風の子。その元気、

大人にも分けてほしい…。

993(S平 成 5年 )
月号 N。.515“



昨

年

十

二
月

に
完

成

し

た

サ

ー

モ

ン
パ

ー

ク

の
公

園

部

分

が

い
よ

い
よ

五

月

か

ら

オ

ー

プ

ン
し

ま

す

。

こ

の
公

園

は

、

科

学

館

同

様

サ

ケ

に
こ
だ
わ
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。昨

年
の
春
か
ら
科
学
館
で
は
、

横

を
流
れ
る
小
川
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放

く
大
池
　
流
し
て
お
り
、

三
年

後
に
は
産
卵
の
た
め

サ
ケ
が
そ
上
し
て
き

ま
す
。

秋
、

小
川
に
そ
上

し
て
き
た
サ
ケ
は
公

国
内
の
大
池
に
入
り

せ
せ
ら
ぎ
を
通
っ
て

産
卯
池
で
自
然
産
卵

し
ま
す
。

人
工
の
公
園
内
に

サ
ケ
が
そ
上
し
、
し

か
も
自
然
産
卵
の
よ

う
す
を
観
察
で
き
る

公
園
は
、

国
内
で
は

他
に
例
が
な
く
、

憩

い
の
場
と
し
て
お
お

い
に
利
用
さ
れ
る
で

し
よ
つヽ
。

以
下
、

公
園
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

大
池
に
つ
な
が
る
せ
せ

ら
ぎ
は
、

淵
（ふ
ち
）
、

早

瀬
を
つ
く
り
自
然
に
近
い

川
に
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
達
が
傑
足
で
遊

べ
る
よ
う
な
浅
い
川
で
坑

十
月
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
、

サ
ケ
の
産
卵
の
よ

う
す
が
観
察
で
き
ま
す
。

水
中
カ
メ
ラ
が
映
し
出

卜
産
卵
池
　
す
産
卵
の
よ
う
す
も
モ
ニ

タ
ー
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

科
学
館
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
の
が
大

池
で
す
。

こ
の
池
の
水
は
地
下
水
を
使
っ
て

お
り
、

せ
せ
ら
ぎ
の
上
流
に
あ
る
産

卵
池
か
ら
流
れ
て
く
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

池
で
は
魚
を
飼
い
、

本
鳥
拶
繁
殖

できるよう】島を設
・↓ナていますｏ

三
十
材
四
方

の
ス

ペ
ー

ス
で
、

各

種
イ

ベ
ン
ト

が
で
き
ま
す
。

せ
せ
ら

ぎ

の
方

に
は
ク

マ
の
足
跡
も
。

珊靭
ポ

鸞

鞘

ジ

ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
、

タ
ー

ザ

ン

ロ

ー
プ
、

ブ

ラ

ン
コ
、

砂
場
な
ど

が
あ

i : : : : :

鞘
::i::!

:::!:::!

繋

鞘

韻

2



ぱ り
く    ｀
遊 こ
しド ど
の も
丘 達
で の
す わ

°

ん

一
■
悩
づ
！一わ
一み
■
！

標

津

川

右

岸

の
堤

防

に
、

大

小

千

本

の
桜

を

平

成

四
年

か

ら

三

ヵ
年

で

植

え

ま

す

。

そ

の
長

さ

は

、

千

二

百

常

に

お

よ

び
ま

す

。

昨

年

植

え

た

桜

が

つ
ぼ

み

を

持

っ

て

い
て
、

五

月

中

に

は

見

事

な

花

を

咲

か

せ

る

で
し

ょ
う

。

▲公園全景



―

鞘
欄
畿

罷

鞘

ブ

ロ
ッ
ク
を

サ
ケ

の
形

に
敷

き

つ

め
た
憩

い
の
広
場

が
あ

り
ま
す
。

九
月

・
十
月

に
標
津
川

に
そ
上
す

る
サ
ケ

の
群
れ

に
、

し
ば
し
時

の
た

つ
の
を
忘
れ

る
で
し

よ
う
。

高
さ

八
好

の
時
計
塔
は
、

白

ミ
カ

ゲ
石

で
で
き

て

い
て
、

上

に
鐘

が

つ

い
て

い
ま
す
。

円
形

の
プ

レ
ー
ト
を

触

る
と

「
カ
ー

ン
、

カ
ー

ン
」
と
き

れ

い
な
鐘

の
音

が
間

こ
え

て
き
ま
丸

ま
た
、

石

の
表
面

に
は
銅
版

で
打

ち
出
し
た

サ
ケ
が
オ

ス

・
メ

ス

つ
が

い
で
泳

ぐ
姿
も
見
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。

卜
時
計
塔
に
は
サ
ケ
が
つ
が
い
で

縦
二
十
常
、

横
十
三
所
の
テ
ン
ト

の
中
に
は
、

こ
ど
も
達
が
遊
ぶ
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
ー
を
三
台
置
き
ま
し
た
。

ヽ■t i ‥‐卜| = ‥■            ギ 用邸瑠覇顧閣邸1 1 1 i 十1 ■■■| | | | 1 1 1 1 ■| ■: ⅢI I ■| | |

▲サーモン科学館の展望塔から見たサケ模様の河川敷

公園部分紹介

▲テントの中にはアドッテリーカーを置きます



サーモンパークの見どころ
m)雄大なサケのそ上 (9月上旬～40月下旬)

標津ブ||にはサケの大群がそ上 して きます。

その様子 を科学館 内でガラス越 しに見 ること

がで きます。

(21神秘的なサケの生熊

○サケの誕生 (2月上旬～3月中旬)

科学館 内ではサケ誕生の様子 を観察で き

ます。

○サケ稚魚の群泳 (2月上旬～6月上旬)

科学館 内ではサケ稚魚の群泳 を見 ること

がで きます。

131豊かな自然の営み ・サケの産卵

(10月上旬～11月下旬)

公国内の産卵池や科学館 内ではサケの 自然

産卵の様子 を観察で きます。

公
国
内

の
せ
せ
ら
ぎ

の
そ
ば

に
は

ま
る

で
生
き

て

い
る
よ
う
な
熊
と
鹿

サ

ー

モ

ン
パ

ー

ク

は

、

か

つ
て

一

面
湿
原
で
し
た
。

あ

っ
た
木

と
い
え
ば
、　

ハ
ン
ノ
キ
や
白

い
花
の
咲
く
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
で

し
た
。

そ
こ
に
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、

ア ）

が
い
ま
す
。

特
に
熊
の
ほ

う
は
、

本
物
と
間
違
っ
て

し
ま
う
力
も
。

カ
エ
ゾ
マ
ツ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、　

エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

シ
ラ
カ
バ
、

ナ
ナ

カ
マ
ド
、　

ハ
ル
ニ
レ
、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ

な
ど
を
植
え
ま
し
た
。

▲ギョ/本物?

▼エゾシカの親子

）

町
で
は
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
を
広
く
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
方
法
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
用
名
刺
の
台
紙
を
作

製
し
ま
し
た
。

現
在
、

町

の
職
員

が
先

が
け
て
利

用
し

て

い
ま
す
。

名
刺

の
台
紙
代

金
は
六
百
円

（百

枚
入
り
）
程
度

で
す

が
、

利
用
さ
れ

る
町
民

の
皆
様

に
は
無
料

で
提
供

い

た
し
ま
す
宏
印
刷
代
金

は
自
前

で
す
じ

ご
希

望

の
方

は
、

次

に
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

▼
申
込
先

役
場
総
務

課

「
ａ
２
！
２
１
３
１
」
ま

で
。

▼
参
考
／

印
刷
代
　

百
枚

千
円

標津サーモンパークPR名 刺
町民みんなでPRし ません力、



● SO岱 0も 駒 癬 猫 脳 弱 亜
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「標
津
は
ま
な
す
苑
」落
成
式

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

三
月
二
十
九
日
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

「標
津
は
ま
な
す
苑
」
の
落

成
式
が
行
わ
れ
、

町
内
の
福
祉
関
係

者
、

町
議
会
議
員
、

根
室
支
庁
長
な

ど
二
百
人
余
り
が
出
席
し
、

落
成
を

祝
い
ま
し
た
。

運
営
者
の
社
会
福
祉
法
人

「標
津

福
社
会
」
の
荒
谷
良
治
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、

小
田
桐
町
長
が

「

お
年
寄
り
の
快
適
な
生
活
環
境
を
整

え

る
こ
と
は
、

本
人

は
も
と
よ

り
家

族

の
強
く
求
め
る
と

こ
ろ
」

と
、

祝

辞
を
述

べ
ま
し
た
。

四
月

一
日
に
は
オ
ー

フ
ン
セ

レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、

い
よ

い
よ
オ
ー

プ

ン
し
た
同
苑
は
、

通
所
利
用

の
た
め

の
デ

ィ
サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
も
併
設

さ
れ

て
お
り
、

今
後
高
齢
者

の
た
め

に
広

く
利
用
さ
れ

る
こ
と

で
し

よ
う
。

ママさん剣道

会員募集中〃

新
し
い
町
内
会

「望
ヶ
丘
町
」
が

誕
生
′

世
帯
数
の
増
加
に
よ
り
新
し
い
町

内
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名
称
は

「望
ヶ
丘
町
内
会
」
で
す
。

こ
の
町
内
会
は
双
葉
町
の
う
ち
、

町

道
西
二
条
通
り
を
境
に
西
側
が
分
割

さ
れ
て
新
し
い
町
内
会
と
な
り
、

戸

数
は
現
在
百
十

一
戸
で
す
。

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
会
長
　
及
川
勇
三
郎
さ
ん
　
▼
副

会
長
　
久
野
謙
次
さ
ん
・
朝
倉
勝
美

さ
ん
。
音
川
光
江
さ
ん
　
▼
総
務
部

長
　
土日
川
好
正
さ
ん

▲落成式であいさつする荒谷理事長

町
に
三
百
万
円
寄
付

十
九
和
信
和
建
設
爛
―

レ崎櫛梅蕗劉軸桐町長へ手渡す

「公
共
福
祉
の
充
実
に
役
立
て
て

―
」
と
、

丸
和
信
和
建
設
株
式
会
社

（川
北

・
田
村
慶
司
社
長
）
は
、

こ
の

度
町
に
二
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。寄

付
金
は
貴
重
な
財
源
と
し
て
大

事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

●
江
刺
家
ト
シ
エ
さ
ん
、

長
谷
川
修

一
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や
め
て
町

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
標
津
町
消
費
者
協
議
会
は
活
動
資

金
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
母
さ
ん
の
皆
さ
ん
、

美
容
と
健

康
の
た
め
に
剣
道
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。た

だ
い
ま

「
マ
マ
さ
ん
剣
道
」
の

会
員
を
募
集
中
で
す
。

申
込
み
は
次

の
と
お
り
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
　
久
野
ま
で
。

（な
二
―
二

八
五
五
・町
農
村
環
境
セ
ン
タ
ー
内
）

●
申
込
期
限
　
五
月
十
五
日

●
練
習
日
　
毎
週
火

・
金
曜
日

（十
時
～
正
午
）

※
会
費
は
無
料
。

け
い
古
着
、

竹
刀

な
ど
は
自
前
と
な
り
ま
す
。

）

▲会員の練習の模様

｀
ま 吻/功げ



「
今
、

森
林
を
考
え

る
」
を

テ
ー

マ
に
森
林

・
林
業

・
木
材
産
業
活
性

化

標
津

地
域
集
会

が
四
月
十
五

日
、

町
農
村

環
境
改
善

セ

ン
タ
ー

で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

地
球
規
模

で

の
緑

の
危
機

が
叫
ば

れ

て

い
る
今
、

森
林

の
も

つ
役
割

と

重
要
性
を
再
認
識
し
、

森
林

の
保
護

育
成
と
林
業

の
活
性
化
を
―
と
、

町

農
協

・
漁
協

・
商

工
全
な
ど
十
三
団

体

で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員

が
開
催
。

実
行
委
員
長

の
小

田
桐
町
長

が
森

林

の
必
要
性
を
訴
え
た

の
に
続
き
、

緑

と
健
康
を
考
え

る
標
津
会
議

の
岩

原
議

長

が
森
林
整
備

に

つ
い
て
の
基

調
報
告
を
、

ま
た
森
林
組
合

・
漁
協

の
代
表
が
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
関
係
者
や

一
般
町
民
百

五
十
人
余
り
が
参
加
し

「森
林
環
境

の
充
実
に
向
け
、

地
域
住
民
拳
げ
て

努
力
す
る
」
と
の
決
議
文
を
満
場

一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

生
ご
み
処
理
容

器
購
入
の
助
成

を
し
ま
す

″
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を
″

町
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
平
成

五
年
度
も
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め

「生
ご
み
処
理
容
器
」
の
購
入

に
つ
い
て
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

購
入
希
望
の
方
は
役
場
保
健
住
民

課
、

ま
た
は
川
北
公
民
館
で
助
成
金

の
申
請
を
行
い
、

購
入
助
成
券
の
交

付
を
受
け
て
次
の
商
店
で
購
入
願
い

ま
す
。

●
取
扱
販
売
店

標
津
…
金
田

一
商
事

・
て
つ
の
や

疋
田
商
店

川
北
…
合
田
商
店

・
山
本
商
店

”
帥
競
鞭
星里

一恋
瀬
的
↓
岬
帯

一
個
）

●
販
売
価
格

（予
定
）

中
／
五
、

八
〇
〇
円
≡
大
／
九
、九

〇
〇
円
イメ

な
お
、

詳
し
く
は
役
場
保
健
住
民

課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

（ａ
内
線

一
三
〇
番
）

● SO母 移 も 腕 繭 淋 臓 轟 亜

環境の充実に向けて

容奉

番あ

「
生
ご
み

毎
日
投
げ
続
け
て
も
い
つ
ば
い
に
な
ら
な
い

こ
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

津♪ｒ十‐刊用り「

炉
―
―
―
―
♪

炉

一工日

♪
―
―
―
―

炉

ヽ

‐

ヽ

ノ

炉

祭♪「和却「炉

炉

劣)

F

この音楽祭 は、音楽 を作 り上 げる過程 を大切 に しよう。音楽 を楽

しみなが ら作 ろうと企画 した ものです。

標津田丁のママ さんコーラス、富森 さんのスライ ドと詩の朗読、手

づ くりの舞台、 コンピュータな どを使 ってオ リジナル曲を歌 いあげ

ます。皆様のご来場 をお待 ち してお ります。

言己

と き 6 月6 日( 日) 開 場1 8 : 0 0 / 開演1 8 : 3 0

ところ 町 農村環境改善センター

入場料  大 人 1′000円 小 。中・高校生 500円

主 催  標 津の まちか ら音楽祭実行委員会

くお問い合せ〉

喫茶 リーフ内 梨本 薫 (a2-2125)



ま 業  祉 一  し 慮 当 表  福 し う 内  金
す を な 課 日 申 て な す の 助 祉 て 社 の こ 助 町°
暑畳宮督暑吉督富宮湯魯暑8易倉醤富
と 限

~ す
出

°
交 実 す 内 目 長 動 ル 利 募 五

島客喜癌讚 笛響ダ奮智ヒ揚う言香窪
随 も で 場 は  請 る こ 取 し 地 成 や 活 て 社
時 新 す 窓 五  書 と れ 扱 て 域 金 団 用 い 会
受 た

°日 月  を き ら い い の を 体 し ま 福
付 に  は 三  提 は に は ま 保 交 が て す 祉
し 事  福 十  出 遠 該 下 丸 健 付 行 町

°
基

社会福祉活動仔解ぽ)に
助成金を交付しま抗
社会福祉基金助成事業

≪募集中≫
社会福祉基金動成事業の内容

項事 容内

助 成 対 象 者 ●町内で社会福祉活動に取 り組んでいる民間のグループや団体

助 成 対 象 事 業

●地域の高齢者等の保健福祉増進に寄与する次に掲げる事業とする。

(1)在宅福祉の普及向上のための調査 ・研究 ・実践活動

(2)健康づ くり・生きがいづ くりの普及向上のための実践活動

(3)ボランティア活動振興のための実践活動

に)その他地域福祉の向上発展に資する実践活動

助 成 金 額
●原則として助成対象経費の75%以 内を予算の範囲内で50万円を限度に交付する。

●助成対象経費は、事業内容と経費見積 りを審査 し決定する。

の
法

業
方

事成
定

助
決

●助成対象団体から提出された事業計画書に基づき、基金運営委員会の意見を聴い

て町長が決定する。

助成対象者の責務 ●事業終了後30日以内に事業実施報告書を提出する。

リ
ハ
ビ
リ
教
室

本
格
的
ス
タ
ー
ト

毎
月

一
回
実
施

昨
年
度
試
行
的
に
二
回
実
施
し
ま

し
た
リ
ハ
ビ
リ
教
室
は
、

今
年
度
四

月
よ
り
毎
月

一
回
実
施
し
て
い
き
ま

す
。昨

年
度
ま
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、

今
後

は
年
四
回
理
学
療
法
士
・作
業
療
法

士
・
言
語
療
法
士
を
札
幌
か
ら
招
き

レ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
模
様

内
容
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

仲
間
づ
く
り
と
手
指
な
ど

の
訓
練
を
目
的
に
手
工
芸
に
も
取
り

組
ん
で
行
く
計
画
で
す
。

現
在
参
加
者
が
少
な
く
、　

一
回
平

均
五
～
六
人
で
あ
り
、

新
た
な
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の

方
は
、

ぜ
ひ
役
場
保
健
指
導
班
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

ａ
（内
線

一
三

一
番
）

▼
対
象
者

四
十
歳
以
上
で
脳
卒

中
後
遺
症
な
ど
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
な
方
。

▼
日
時

毎
月

一
回
　
午
後

一

時
三
十
分
～
三
時
三

十
分

▼
場
所

町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ

ー

8



O川
北

に
住

ん

で
ち
よ
う

ど

一
年
、

素
晴
し

い
環
境
、

素
敵

な
出
会

い
の

中

で
、

も
う
何
年
も
前

か
ら
住

ん

で

い
る
よ
う
な
居

心
地

の
良
さ

で
す
。

奉

四
月
、

ク

レ
ソ

ン
、

行
者

エ
ン

ニ
ク

に
始
ま
り
、

秋

十
月
き

の
こ

の

終
わ

る
ま

で
豊
富
な

山
業

に
恵
ま
れ

山
歩
き

の
大
好
き
な
私

に
と

っ
て
は

毎

日
が
宝

の
出
に

い
る
心
地

で
近
く

の
野
山
を
歩
き
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。

私

の
山
菜

マ

ッ
プ

に
も
、

か
な
り
し

る
し
が
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

川
北

の
町
は
明
る
く
き
れ

い
な
店

まちの
『川

北

讃

歌
』

で
気
持
ち
ま

で
大
ら
か

に
な
る
思

い

で
す
。

近
郊

か
ら

の
観
客
も
沢
山

で

す
。ま

た
、

特

記
す

べ
き

は
酒
豪

の
多

い
こ
と

で
し
よ
う

か
。

「
今

日
は
○

○

の
会

で
す

」。

「
今

日
は
手
打
ち
そ

ば
を
喰
う
会

」。

「
ス
ー

ツ
、

ネ
ク
タ

イ
着

用

の
飲

み
会

で
す

」。
等

々
、

数

え
あ
げ
れ
ば
き

り
が
な

い
程
欲

み
会

に
招

か
れ
、

酒
瓶

ご
ろ
ご
ろ

こ
ろ
が

し
て

い
る
中

で
も

み
な

さ
ん
誰

一
人

と
し

て
乱
れ

る

こ
と
な
く
、

楽

し

い

話
題

で
終
始
す

る
さ
ま

は
、

何

と
も

愉
快

で
、

二

・
三

日
は
腹

の
皮

が
痛

い
程
。

も
う
楽

し

い
思

い
出

が
沢
山

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

市
街
地

に
も
温
泉
、

ち

ょ

っ
と
車
を

走
ら
せ
れ
ば
湯
量
豊
富

で

こうた

川□侶代卦さんちの広太くん仰4.5.2勾

一
ｔ
ｒ

住吉町 O

●生まれた時の身長 ・体重 |よ―一。

身長/48 5cm  体 重/2,8008

●最近の身長 ・体重は一―。

身長/780c冊   体 重/106K8

●どんな子に育つてほししヽですか。

確 康でやさしい子に一」とお8さ ん。

カメラを向けシヤッターを押そうとしたら、思

わぴ急接近 してきた広太<ん 。撮り終わると 「ヨ

シ ッヽ/」 と一言。(ましヽつた。)

広太<ん は、お父さんに似て立派な体格です。

家で飼つているネコをつかまえてはキックの練習

で、魯日体 を鍛えてしヽるとか… ?

将来は日本を代表するスポーツ選手になつてほ

しいですネ。

9

小
崎

良
子
さ
ん
字
岳

＝
主
　
婦
＝

が
立
ち
並

び
、

住

む
人

々
は
転
勤
族

　

薬
効

の
あ

る
秘
湯

川
北
温
泉
も
あ

り

の
私
達
を

十
年
来

の
知
己

の
よ
う

に

　

温
泉

好
き
な
私

に
と

っ
て
は
本
当

に

本
当

に
温

か
く
迎
え

て
く
れ
、

何

の

　

嬉

し

い
所

で
す
。

大
変
残
念
な

の
は

気

負

い
も
違
和
感
も
な
く
、

す

っ
と

　

冬
期
間
行

け
な

い
こ
と

で
す
ね
。

な
じ
め
た

の
も
嬉

し

い
こ
と

で
す
。

　

　

　

小
さ
な

町
な

の
に
や
る

こ
と
は
大

行
事

も

ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
が
多
く

　

き
く
、　

一
致
団
結

し
て
事

に
当
た
る

盆

踊
り

の
盛

況
な

こ
と
、

お
祭

り
も

　

川
北

の
人
達

。

そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場

ま
た
町
中

で
楽
し

み
、

私
ま

で
生
ま

　

を
回
め
調
和

の
と
れ
た
生
き
方
を
し

れ

て
初
め

て
鳥
追
傘
、

そ
ろ

い
の
ゆ

　

て

い
る
川
北

の
人
達
。

本
当

に
良

い

か
た

で
踊

っ
た
も

の
で
し
た
。

　

　

　

　

と

こ
ろ
で
す
。

今
年

の
冬

に
は

「
ナ

祭

り

の
夜

の
演
芸
会
も

芸
達
者
な

　

イ
ト
イ

ン
川
北
」

の
冬
祭

り
も
あ

る

人
達

が
沢
山
参
加
し
、

祭
を
盛

り
上

　

そ
う

で
今

か
ら
そ
れ
を
楽
し

み
に
し

げ

て
く

れ
ま
す

し
、

豪
華
な
福

引
き

　

て
お
り
ま
す
。

＊
次
の
「
ま
ち
の
声
」
は
、

小
崎
さ
ん
が
選
ん
だ
寿
町
の
大
重
正
さ
ん
で
曳



イ
ト
ヨ
・カ
ワ
ヤ
ツ
メ

五
月
の
科
学
館
情
報

産
卵
始
ま
る

の
０
３
Ｓ

五
月
、

サ
ー
モ
ン
科
学
館
で
は
、

イ
ト
ヨ
や
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
な
ど
の
産
卵

行
動
が
観
察
で
き
ま
す
。

イ
ト
ヨ
は
ト
ン
ギ
ヨ
と
い
え
ば
お

分
か
り
に
な
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、

こ
の
魚
は
川
底
に
ト
ン
ネ
ル

状
の
巣
を
つ
く
り
、

雄
が
卵
が
ふ
化

す
る
ま
で
保
護
す
る
習
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
は
サ
ヶ
と
同

じ
よ
う
に
川
底
に
く
ぼ
み
を
つ
く
り

産
卯
し
ま
す
。

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
産
卵

行
動
は
五
月
の
中
旬
ご
ろ
ま
で
、

イ

ト
ヨ
の
産
卵
行
動
は
六
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
観
察
で
き
ま
す
。

魚
た
ち
の
産
卵
行
動
は
普
段
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
行
動
を
し
ま
す
の

で
、

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
実
際
に
観
察
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

な
お
、

五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
問

サ
ー
モ
ン
科
学
館
は
無
休
と
な
っ
て

い
ま
す
。

開
館
時
間
は
九
時
三
十
分

か
ら
十
七
時
ま
で
で
す
。

科
学
館
の
魚
た
ち
０

ヒ
メ
マ
ス

ヒ
メ
マ
ス
は
ベ
ニ
ザ
ケ
の
陸
封
型

で
あ
る
こ
と
は
先
月
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、

支
笏
湖
の
チ
ッ
プ
と
い
え
ば

お
分
か
り
に
な
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
ヒ
メ
マ
ス
の
原
産
地

は
阿
寒
湖
と
網
走
川
水
系
の
チ
ミ
ケ

ッ
プ
湖
で
す
。

海
外
で
も
、

北
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
と
メ
マ
ス
の
天
然
生

息
湖
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ヒ
メ
マ
ス
は
主
に
ミ
ジ
ン
コ
な
ど

の
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
、

二
～
四
歳
ほ
ど
で
成
熟
し
ま
す
。

成

熟
体
長
は
湖
内
の
餌
の
量
に
よ
り
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
本
に
お
け
る
ヒ
メ
マ
ス
の
移
植

の
歴
史
は
古
く
、　

一
八
九
四
年
に
阿

寒
湖
か
ら
支
笏
湖
へ
移
植
さ
れ
た
の

が
最
初
で
す
。

そ
の
後
、

主
に
支
笏

湖
か
ら
十
和
田
湖
、

中
禅
寺
湖
、

芦

ノ
湖
な
ど
日
本
各
地
の
湖
に
盛
ん
に

移
植
さ
れ
ま

し
た
。

そ

の
た
め
、

原

産
湖
よ

り
も
支
笏
湖
、

十
和

田
湖
、

中
禅
寺
湖
と

い

っ
た
移
植
先

の
ほ
う

で
、

ヒ
メ

マ
ス
の
名

が
有
名

に
な

っ

た
感

が
あ

り
ま
す
。

ヒ
メ

マ
ス
は
非

常

に
美

味

で
あ
る
た
め
、

海
外

で
も

移
植

が
盛

ん

に
行
わ
れ

て

い
ま
し
た
。

ア
イ

ヌ
語

で
カ
パ

ッ
チ

ェ
プ

と
呼

ば
れ

て

い
ま
し
た

が
、

こ
れ

は
簿

い

小
魚

と

い
う
意
味

で
す
。

θ″ごθ力j rl訪″∫″″r★α

KOKANEE

▲昨年のサケの稚魚 ・放流式の模様

サケ放流式のお矢□らせ

先 月ご紹介 しましたが、 シロザケの

稚魚の放流 を体験で きる 「サケ放流式」

を行い ます。参加料 は無料 となってい

ます。皆 さんの参加 をお待 ち していま

す。

日 時  5月 5日

10:00-15100

場 所  サ ーモンパーク内の」り||

放流式のボランティア募集

●放流体験のお手伝いです。

●昼食は科学館 で用意 します。

●詳細 はa2 - 1 1 4 4ま で、お問い

合わせ下 さい。
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職
員

の
給
与

は
、

民

間
企
業

の
従

業
員

の
給
与

の
実
情

を
考
慮

し

て
定

め

て

い
る
国
家

公
務
員

の
給
与
や
他

の
地
方
自
治
体
職
員

の
給
与

に
準
じ

て
き
め
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、

具

体
的

に
は

「
職
員

の
給
与

に
関
す

る

条
例
」

で
決

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

た産抑！帥投についヤ一ｔ紹
―介い

人
件
費
と
は
、

職
員
に
支
捨
さ
れ

る
給
与

の
ほ
か
に
、

使
用
者
が
負
担

す

べ
き
共
済
費

（保
健

・
年
金
な
ど

の
経
費
）
な
ど
を
合
む
広

い
範
囲

の

費
用
を
い
い
ま
す
。

な
，
ｆ

般
会
計
」
と
は
≡
病
院
事

業
ヽ
「
本
道
事
業
≡
「
下
水
道
事
業
」
・

「
国
民
健
康
保
険
事
業
」
“
ど
の
特
別

会
計
を
除
く
会
計
を
い
い
ま
丸

じ

③人件費の状況(―般職員分)

◎職員給与費の状況(当初予算計上分)

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平弾 年4月1日現在)

(注)経 験年数は、職員として採用され引き続き勤務している年数です|

③特別職の報酬等の状況(平成5年4月1日現在)

区 分 給料等月額 佃 ) 期末子 当の
支 給 割 合

給

料

田丁 長 847,000

年5. 4 5月分

(勤勉手当合む)

助 役 678,000

収 入  役 610,000

教 育  長 610,000

報

酬

議 長 282,000

年5。45月分
副 議 長 225,000

常任委員長 203,000

議 員 183,000

?螺鋸雑繰輪鞘噺軽)

※中標津町、別海町、羅臼町の特別職の報酬は、標津町と同

額です。

区 分
住民費ぞ茸柔揮

人日 歳 出  額
A

実 質 収 支 人 件 費
B

率
＞僻璃

人
く
十

平 成 4 年 度
決 算 見 込 6,806

千円

7,172,424

千円

56,229 927,155

区  分

職 員  数

A

人 件 費 人作費

合 計
B

1人当の

人件費
B/A

給 与 費
共済費

給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計

平成5年 度

人 千円

450,138

千円

97,821

子

220,889 768,848

千円

160,90妃 929,756 6,83C

(注)職 員手当には退職手当を合んでおりません。

経 験 年 数 区 分 1 0 年～ 1 5 年 的
2 0 午～2 5 年‖ 3 0 年 ～ 3 5 年 何

一 般 行 政 職

(一般事務 ・保母等)

大  学  卒 270,400 346,300

高  校  卒 237,300 308,700 392,300

区 分 干す縫課ィj:4:|て首:母|
平 均 給 料 月 額 (円) 277,993

平 均 給 与 月 額 個) 318,762

平 均 1 年 令 け)

(注)給 与欄は、給料に扶養手当を加えた額です。



５
月
１
日
か
ら
フ
日
ま
で
は
憲
法

週
間
で
す
。

そ
の
行
事
の

一
環
と
し

て
、

次
の
と
お
り
民
事

・
家
事
調
停

受
付
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご

利
用
＜
だ
さ
い
。

▼
日
　
　
時
　
平
成
５
年
５
月
ア
日

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
　
　
所
　
川
北
公
民
館

▼
相

談

員
　
調
停
委
員

・
裁
判
所

書
記
宮

▼
相
談
事
項
　
金
銭
、

土
地
建
物
、

夫
婦
、

親
子
相
談
等

※
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

行
政
苦
情
１
１
０
番

「
な
０
１
５

４
１
２
３
３
１
１
０
０
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

釧
路
行
政
監
察
分
窒
で
は
、

行
政

に
関
す
る
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
る

専
用
電
話
を
設
置
し
、

常
時
相
談
に

廊
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、「行

政
サ
ー

ビ
ス
」
に
関
し
て
は
、

５
月
を

「
さ

わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」

と
定
め
、

次
の
事
項
を
重
点
的
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
職
員
の
価
接
態
度
、

言
葉
づ
が
い

の
改
善
、

混
雑
の
解
消
、

事
務
処

理
の
迅
速
化
、

申
講
手
続
き
の
箇

素
化
な
ど
。

サ
ハ
リ
ン
（樺
太
）地
域
で
亡
＜
な

ら
れ
た
カ
マ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
北

海
道
で
は
、

昭
和
「
年
か
ら
同
地
域

へ
の
墓
参
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
次
の
と
お
り
計
画
を
し
て

い
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
す
る
方

は
役
場
福
祉
課
、

ま
た
は
根
奎
支
庁

社
会
福
祉
探
ま
で
詳
細
を
あ
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
日
程
／
平
成
５
年
７
月
納
日
～
８

一

月
４
日
ま
で
。

▼
墓
参
地
域
／
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス

ク
（旧
豊
原
）、
木
ル
ム
ス
ク

（旧

真
岡
）
、

ポ
ロ
ナ
イ
ス
ワ

（旧
敷

香
）、
ウ
グ
レ
ゴ
ル
ス
ワ
（旧
恵
須

取
）、ト
マ
リ
（旧
泊
居
）、
チ
エ
ホ

フ
（旧
野
田
）、
ド
リ
ン
ス
ク

（旧

落
合
）、
コ
ル
サ
コ
フ
（旧
大
泊
）

▼
募
集
人
員
／
億
人

▼
廊
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

①
北
海
道
に
お
住
ま
い
の
カ

②
サ
ハ
リ
ン
（樺
太
）地
域
に
埋
葬

ま
た
は
納
母
さ
れ
て
い
る
者
の

平
成
５
年
度
の
畜
犬
登
録
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、

飼
育
さ
れ
て
い

る
畜
犬
は
嚇
ず
登
録
と
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
よ
う
。

狂
犬
病
を
防
止
す
る
た
め
に
、

畜

犬
を
飼
育
さ
れ
る
方
は
予
防
注
射
の

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の

機
会
に
必
ず
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

●
畜
犬
登
録
と
予
防
注
射
は
、

生
後

９‐
日
（
３
ヶ
月
）
を
超
え
る
畜
犬
は

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
斜
金
は
１
頭
当
た
り
４
６
４
０
円

（消
費
税
込
み
）
で
す
。

〈内
訳
〉

・
畜
犬
登
録
代
　
　
　
２
１
０
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
　
２
５
４
０
円

※
ご
都
合
に
よ
り
、

こ
の
国
程
に
受

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
は

役
場
保
健
住
民
課
環
境
旬
生
係

（内
線
１
３
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

こ
の
場
合
に
は
注
射
対
金
が

巻
干
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

平成5年 度

12

円 日 実 施 場 所 実 施 時 間

５
月
１８
日
側

川上 師 ・若 車 団 ゲ己  目巨  2ミ   園   目 」 20- 9

曙 町 児 重 公 園 前 00-10

郵   栄   町 ゲ己  富巨  2ミ   国   目 u 50-11

宋 消 防 署 前 00-43

緑 国 2ミ   Ett   R目    目 u 30-44

桜 不 □ 望 ケ エ 公 園 前 10-14:40

X X 集 瑚 児 重 公 園 前 50-15

５
月
１９
日
側

共 百 多 糠 奴 L」う糸 ―一 お表 ■二 日| υ :30- 9:40

崎 無 異 河B 瀬 藤 雄 様 宅 前 9 : 50-10

飛 屑U 消 防 会 館 前 10:20-10

上 百 彰 糠 た1  ヽ二干 手蛤  フヘ 50-44 :00

西   多   糠 生 活 瑛 雷 セ ン タ ー 前 11 : 10ハ V44

標 澤 ′ント ヨ震 L/ ン ン をプ ~~ 目 J 00-13:20

ぷ 類 生 活 館 前 30-14

伊 茶 仁 瑚 A 」云 郎 副 4 00-14:40

５
月
２０
日
附

央    浜 林 秀 雄 様 宅 前 20- 9

住       吉       ロ 空 港 館 前 50-10

東 茶 忘 骨 L U ハ 義 博 標 宅 前 0 30-10:40

余 応 胃 ′ イヽ ロ ツ`ト 町 内 会 館 前 0 50-11

茶   志   骨 土 洒 映 言 ゼ ノ y一 目□ 1 40-1

】し 桜 ケ L E 岨 || 夕 に 公  民  館  前 3 00-13
】に  家 亭  EI Jし メヨ ツD 弓野 目U 3 40-14

ヨし  ヌ 子  性 ] 不 歴 様 宅 前 4 10-44

刀し ブく  'R 坦 正 LLl組 事 務 所 副 4:40か V15



標
津
町
に
は

「
標
滉
漁
港
」と
「薫

別
漁
港
」
の
ふ
た
つ
の
漁
港
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
中
で
水
産
業
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
漁
業
者
の
姿
や

漁
港
清
掃
活
動
な
ど
の
写
真
を
撮
っ

て
あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
他
、

漁
港
施
設
の
現
況

・
標

津
の
水
産
環
売
な
ど
で
も
よ
ろ
し
い

で
す
。

廊
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

０
廊
募
締
切
日

平
成
５
年
６
月
句
日
（当
日
嚇
着
）

０
廊
募
力
法

応
募
票
が
役
場
水
産
課
に
あ
り
ま

す
の
で
、

応
募
さ
れ
る
力
は
ご
連

絡
＜
だ
さ
い
。

０
応
募
先

一Ｔ
０
６
①

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

北
海
道
土
本
部
空
港
湾
課
内

第
８
□

「海
の
暴
典
」
実
行
委
員

会
事
務
届

０
０
１
１
１
２
３
１
１
４
１
１
１

な
お
、

詳
し
＜
ほ
役
場
水
産
課
ヘ

（
な
内
線
２
１
７
）

交
通
事
故
者
救
済
事
業
の

一
環
と

し
て
、

次
の
と
お
り
平
成
５
年
交
通

事
故
巡
□
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

あ
気
軽
に
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

姥
月
１
日

句
円
６
園

６
月
２
日

日
　
　
　
時

４３
時
～
４６
時

確
時
～
循
時

脩
時
～
１６
時

根
窒

市

役

所

中
標
津
町
役
場

根

窒

市

役

所

場
　
　
所

子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
主
な
出
火

原
因
は
次
の
と
あ
り
で
す
。

①
否
油
ス
ト
ー
プ
の
中
に
紙
切
れ
を

入
れ
て
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
出
来
。

②
□
―
ソ
ク
に
火
を
つ
け
て
遊
ん
で

い
る
う
ち
に
□
―
ソ
ワ
が
倒
れ
て

出
火
。

③
家
庭
に
置
い
て
ぁ
っ
た
ラ
ィ
タ
ー

を
持
ち
出
し
て
遊
ん
で
い
る
う
ち

に
、

近
＜
の
可
燃
物
に
燃
え
穆
り

出
火
。

④
大
人
の
い
な
い
時
に
子
供
が

「
た

ば
こ
」
を
吸
う
ま
ね
を
し
て
大
を

つ
け
、

い
た
ず
ら
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
家
族
が
帰
っ
て
き
た
た
め
慌

て
て
消
し
た
が
完
全
に
消
え
ず
に

可
燃
物
に
出
火
。

●
子
供
の
人
遊
び
は
学
校
が
床
み
の

上
躍
日
の
午
後
や
園
曜
日

・
祝
日
に

集
中
し
て
い
ま
す
。

曽
段
か
ら
家
庭

で
「人
の
恐
ろ
し
さ
」
を
正
し
＜
教
え

マ
ツ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
管
理
に

は
十
の
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

広
＜
曽
さ
ん
に
老
人
ケ
ア
を
著
え

る
機
会
と
し
て
老
人
生
活
リ
ハ
ピ
リ

研
修

（講
演
）
会
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

６
周
６
日
０
　
憎
時
～
１６
時

▼
場
所

中
標
津
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

レ
▼
講
演
テ
ー
マ

「地
域
で
老
人
を
支
え
る
た
め
に
し

「老
人
の
排
泄
ヶ
ア
」

▼
参
加
費
　
１
、

５
０
③
円
（
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
一部
助
成
し
ま
す
じ

多
数
の
参
加
者
を
あ
待
ち
し
て
い

ま
す
。

詳
し
＜
は
、

町
社
会
福
祉
協

議
会

（
ａ
内
線
「
３
フ
）
ま
で
。

▼
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月

の
１
日
現
在
で
億
歳
以
上
野
歳
未

満
の
方
。

▼
志
願
手
続

自
衛
隊
地
方
連
絡
部
、

役
場
総
務

えヽ
埠
祐
岡

志
願
書
類
に
記
入
の
う

て
＜
だ
さ
い
。

な
お
、

詳

し
＜
は
自
衛
隊
帯
広

地

万
連
絡
都
中
標
津
募
集
事
務
所

（
ａ

０
１
５
３
フ
ー
２
１

０
１
２
０
）
ま

た
は
、

役
場
総
務
課
（
内
線

２０６
）
ま

で

あ
問

い
合

わ

せ
＜
だ

さ
い
。

役
場
関
係
機
関

週
万
全
土
曜
閉
庁
」
の
お
知
ら
せ

役
場
は
本
年
ア
用
か
ら
国
や
道

の
機
関
と
同
じ
＜

「完
全
土
曜
閉

府
」
盆
万
全
週
体
工
日
制
）
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

毎
週
土
躍
日
を
休
ま
せ
て
い
た

だ
＜
こ
と
に
な
り
、

窓
□
業
務
な

ど
で
ご
迷
惑
を
あ
か
け
し
ま
す
が

彗
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
め
願

い
し
ま
ヴ
。

な
め
、

詳
し
い
各
機
関
の
上
躍

日
に
お
け
る
業
務
及
び
窓
□
の
開

閉
に
つ
い
て
は
、

６
月
号
の
広
報

で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。



エ
イ
ズ
″
ｏ

★

エ
イ
ズ

の
メ
カ

エ
ズ

ム

エ
イ

ズ

の
原

因
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ

で
あ

る

こ
と
は
、　

一
九
八
三
年

～

一
九

八
四

年

に
か
け

て
明
ら
か

に
な

り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、

生
体

が
病
原
体

の
侵

入

に
対
し

て
抵
抗

し
、

こ
れ

に
打
ち

勝

と
う
と
す

る
働
き

（免
疫
）

の
中

枢

で
あ

る
リ

ン
パ
球

に
感
染
し
、

免

疫

不
全
を
生
じ
さ

せ
ま
す
。

人
間

の

リ

ン
パ
球

に
は
大
き
く
免
疫
を

つ
か

さ
ど
る
Ｔ
リ

ン
パ
球
と
、

主

に
研
体

を
生
産
す

る

Ｂ
リ

ン
パ
球

に
大
別
さ

れ
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、

特

に
ウ
イ

ル

ス
に
感
染
し
た
細
胞
な
ど
を
特
異
的

に
破

壊

で
き

る
特
殊
な

リ

ン
パ
球

（

ヘ
ル
パ
Ｉ

Ｔ
細
胞
）

に
持
続
感
染
を

起

こ
し
、

ま
た
体
中

に
広

が

っ
て

い

き
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
こ
の
ヘ
ル
パ
Ｉ
Ｔ
細
胞

以
外
に
β
リ
ン
パ
球
、

細
菌

・
果
物

な
ど
の
微
生
物
を
摂
取
す
る
能
力
を

持
つ
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、

あ
る
種
の

脳
細
胞
、

骨
能
の
造
血
細
胞
な
ど
に

も
感
染
し
ま
す
。

人
間
は
目
に
見
え
な
い
無
数
の
微

生
物
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

人
間
が
こ
れ
ら
の
微
生
物
と

一
緒
に

い
て
も
病
気
に
な
ら
な
い
の
は
、

人

間
の
体
の
中
に

「免
疫
」
が
あ
る
か

ら
で
す
。

こ
の
免
疫
の
中
で
主
に
働
い
て
い

る
の
は
、
リ
ン
パ
球
の
一
種
で
あ
る

こ
の
ヘ
ル
パ
Ｉ
Ｔ
細
胞
を
破
壊
し
ま

す
。ヘ

ル
パ
Ｉ
Ｔ
細
胞
に
は
、

感
染
細

胞
や
腫
瘍
細
胞
を
殺
す
役
割
が
あ
る

Ｔ
細
胞
を
活
性
化
し
、

微
生
物
を
摂

取
す
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
活
性
化

そ
し
て
β
細
胞
の
抗
体
生
産
を
促
進

す
る
役
割
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
リ
ヘ
ル
パ
Ｉ
Ｔ
細
胞

が
破
壊
さ
れ
る
と
、

こ
う
し
た
免
疫

の
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、

今
ま
で

抑
え
ら
れ
て
い
た
微
生
物
が
繁
殖
し

抑
制
さ
れ
て
い
た
リ
ン
パ
瞳
や
カ
ポ

ジ
関
腫
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
が
発
生
す

る
の
で
す
。

※
抗
体
―
生
体
に
異
な
る
物
質
が

入
っ
た
時
、

そ
の
刺
激
に
よ
り

つ
く
ら
れ
、

再
度
同
じ
異
な
る

物
質
が
入
っ
た
時
に
は
生
体
の

中
で
抵
抗
し
、

そ
れ
を
倒
そ
う

と
す
る
物
質
。

坂□保健婦

ヘ
ル
パ
Ｉ
Ｔ
細
胞
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は

町内の交通事故 人□のうごき

平成5年 4月コ日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,201世帯(-26)

人  □ 6,806人 (-93)

男  3,309人 (-51)

女   3,497人 (-42)

戸籍 の窓 □か ら
(3月16日から4月15日届出分)

お誕生おめでとう。

お な ま え 任 所 保 護 者

ゆうき
矢部 勇 希くん ||| 矢部  勝

はやと

藤山 颯 人くん 双 葉 町 藤出  豊

はるな
1上  春 奈ちゃん 住 吉 町 俗イ子1 上

かつる
谷1  充 <ん 寿  町 茂谷 |

住薗 将 哉く/L 寿  町 住田 泰 雪

お<や み申し上げま軌

葛 住  引 章   鈴

長谷liトケミされ r _ 不町 93板

■士 直 どさ' 東 | テし 60夜

■Ltlミ ヨキさ 来 末 電 95病

～アⅢさ汽 ぺ 太 町 75荷

計
月
曝

４

油

改

舌

者

改

葬傷亡捧

人

員

死
物

0件 (6件 )
0人 (2人 )
0 人 ( 1 人)
13件 (65件)

死亡交通事故ゼロの日

70日 (4月15日現在)

硯
§
０
自

暖
ガ
く
な
り
最
近
よ
＜
瑚
な
が

で
見
か
け
る
野
犬
。

ど
こ
か
ら
来

た
の
が
、

だ
れ
が
措
て
た
の
か
。

▼
小
さ
く
て
が
わ
い
い
う
ち
だ
け

飼
っ
て
、

あ
と
は
ポ
イ
搭
て
―
。

飼
わ
れ
て
い
る
犬
も
短
い
鎖
に
つ

な
が
れ
っ
ば
な
し
…
。

た
ま
に
ほ

散
歩
し
た
い
／
そ
の
た
め
の
立
派

な
足
が
あ
る
の
に
。

犬
だ
っ
て
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
の
で
す
。

忙
し

い
の
ほ
わ
か
り
ま
す
。

▼
と
に
か

＜
飼
っ
た
以
上
ほ
貢
任
を
も
っ
て

ほ
し
い
。

少
し
ほ
犬
の
気
持
ち
に

も
な
っ
て
下
さ
い
。
―
犬
が
ら
の

投
書
？
よ
り
―

（ひ
ろ
し
）
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